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学研教育総研リポート
学研教育総合研究所 田村尚志

２
０
２
５
年　

教
育
の
話
題
を
振
り
返
る

第14回
テーマ

　

２
０
２
５
年
、
理
非
曲
直
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
関
連
の
話
題
が
報
道
さ
れ
た
。
学
研
教
育
総
合

研
究
所
で
は
、
毎
日
、
教
育
分
野
の
ニ
ュ
ー
ス
や
出

来
事
を
整
理
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
と
し
て
配
信
し
て
い
る
。
こ
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

で
特
に
開
封
率
の
高
か
っ
た
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
25

年
の
教
育
関
連
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

◆
次
期
指
導
要
領
策
定
に
向
け
た
﹁
論
点
整
理
﹂
が

出
る
（
９
月
25
日
）

　

９
月
25
日
に
出
さ
れ
た
「
論
点
整
理
」
は
、
文
部

科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会

に
よ
る
、
次
期
学
習
指
導
要
領
策
定
に
向
け
、
論
点

を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
の
基
盤
と

な
る
基
本
的
な
考
え
方
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
中

で
、
主
な
方
向
性
と
し
て
、

　

①
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
装

（Excellence

）

　

②
多
様
性
の
包
摂
（Equity

）

　

③
実
現
可
能
性
の
確
保
（Feasibility

）

の
三
位
一
体
の
改
善
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。

　

１
点
目
の
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
装

に
つ
い
て
は
、
教
員
が
よ
り
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
、

学
習
指
導
要
領
の
構
造
化
・
表
形
式
化
・
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
、
効
率
化
を
は
か
り
つ
つ
、
よ
り
授
業
の
質

を
高
め
ら
れ
る
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
や
、「
学
び
に
向
か

う
力
、
人
間
性
等
」
の
再
整
理
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

２
点
目
の
多
様
性
の
包
摂
に
つ
い
て
は
、「
調
整

授
業
時
数
制
度
」
を
創
設
し
、
柔
軟
な
教
育
課
程
を

実
現
す
る
こ
と
、
不
登
校
児
童
生
徒
な
ど
個
別
の
実

態
に
応
じ
た
特
別
の
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
の
仕

組
み
を
新
設
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
１
点
目
、
２
点
目
を
き
ち
ん
と
し
た
形
で

実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
３
点
目
の
実
現
可
能
性
の

確
保
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、
特
に
重
視
さ
れ
る
情
報
活
用
能
力
の
抜
本

的
向
上
を
図
る
た
め
、
小
学
校
で
は
「
情
報
の
領
域

（
仮
称
）」
の
付
加
、
中
学
校
で
は
「
技
術
・
家
庭
」

を
分
離
、「
情
報
・
技
術
科
（
仮
称
）」
を
新
設
、
質

の
高
い
探
究
的
な
学
び
を
支
え
る
基
盤
を
強
化
す
る

方
向
性
が
示
さ
れ
た
（
情
報
・
技
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
、「
探
究
の

領
域
（
仮
称
）」
と
「
情
報
の
領
域
（
仮
称
）」
に
分

か
れ
、
情
報
の
領
域
が
探
究
の
領
域
を
支
え
る
基
盤

に
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
形
で
提
案
さ
れ

て
い
る
）。

　

今
後
、
各
教
科
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

審
議
で
、
よ
り
具
体
的
な
枠
組
み
、
内
容
の
議
論
が

活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
く
が
、
議
論
の
中
で
は
現
状

の
課
題
な
ど
も
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
理
科
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

「
基
礎
学
力
が
高
い
の
は
間
違
い
な
い
が
、
科
学
的

に
あ
り
得
な
い
予
言
・
都
市
伝
説
、
陰
謀
論
な
ど
に

振
り
回
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
を
見
る
と
、
知
識
は

あ
っ
て
も
、
そ
の
知
識
を
使
っ
て
判
断
す
る
力
が

育
っ
て
い
な
い
の
で
は
」「
科
学
の
責
任
を
ど
こ
で

教
え
る
か
。
科
学
不
正
な
ど
に
つ
い
て
は
、
大
学
や

次期学習指導要領に向けた検討の基盤となる考え方図１

教育課程企画特別部会　「論点整理」より（※１）
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め
」
と
ひ
と
く
く
り
で
捉
え
ら
れ
、
い
じ
め
が
不
登

校
の
原
因
と
さ
れ
て
き
た
が
、
令
和
４
年
度
の
同
調

査
で
、
不
登
校
の
主
要
因
の
約
半
数
が
「
無
気
力
・

不
安
」
と
の
分
析
結
果
が
出
て
い
た
。
今
回
の
調
査

で
も
「
や
る
気
が
出
な
い
」
30
・
１
％
、「
生
活
リ

ズ
ム
の
不
調
」
25
・
０
％
、「
不
安
・
抑
圧
」
24
・

３
％
等
が
把
握
さ
れ
た
事
実
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
多
様
化
す
る
原
因
に
よ
る
不

登
校
対
策
と
し
て
、
23
年
度
に
と
り
ま
と
め
ら
れ

た
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向

け
た
不
登
校
対
策
」（CO

CO
LO

 Com
fortable, 

Custom
ized and O

ptim
ized Locations of 

learning) 

プ
ラ
ン
（
※
4
）
の
も
と
、「
学
び
の

多
様
化
学
校
」「
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
さ

ら
な
る
設
置
等
の
対
策
に
向
け
た
予
算
が
、
来
年
度

の
文
科
省
の
概
算
要
求
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

◆
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
・
経
年
変
化
分
析
調
査

　

今
年
度
は
、
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
に
加
え
、

経
年
変
化
分
析
調
査
も
公
表
さ
れ
た
。
学
力
状
況
調

査
・
経
年
変
化
分
析
と
も
、
学
力
調
査
に
関
し
て
は
、

教
育
ジ
ャ
ー
ナ
ル
前
号
で
取
り
あ
げ
た
。

　

そ
こ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
経
年
変
化
分
析

調
査
の
保
護
者
調
査
・
子
ど
も
の
学
校
外
で
の
平
均

的
な
過
ご
し
方
と
そ
れ
ら
に
か
か
わ
る
結
果
を
見
て

み
よ
う
（
図
４
）。

　

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
使
用
時
間
は
前
回
調
査
か
ら
、

小
学
校
６
年
生
で
18
分
、
中
学
校
３
年
生
で
22
分
増

加
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
使
用
時
間
が
長
い
ほ
ど
、
経

年
変
化
分
析
調
査
の
ス
コ
ア
が
低
い
傾
向
。

AI を授業等で使用した
教員の割合

図 2 社
会
に
出
て
か
ら
で
は
な
く
、
初
等
中
等
教
育
で
教

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
」
な
ど
、
懸
念
や
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

現
在
は
、
紙
で
提
供
さ
れ
て
い
る
指
導
要
領
だ
が
、

使
い
勝
手
を
考
慮
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
教
科

内
の
系
統
、
教
科
間
の
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
校
種

を
ま
た
い
だ
系
統
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
出
力
で

き
る
よ
う
な
形
態
に
な
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

◆
Ａ
Ｉ
の
教
育
現
場
で
の
活
用
（
10
月
公
開
・
教
員

調
査
か
ら
）

　

東
京
大
学
理
科
三
類
の
入
試
で
合
格
ラ
イ
ン
を
超

え
る
な
ど
、
日
就
月
将
の
進
歩
を
遂
げ
る
Ａ
Ｉ
。
そ

の
利
用
が
広
が
っ
て
い
く
中
、
授
業
で
の
使
用
に
つ

い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
話
題
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
10
月
に
公
表
さ
れ
、
日
本
の
教
員
が

世
界
一
多
忙
と
の
報
道
で
話
題
に
な
っ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

国
際
教
員
指
導
環
境
調
査
「
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
２
０
２
４
」

の
結
果
か
ら
、
Ａ
Ｉ
の
授
業
使
用
に
つ
い
て
見
て
み

る
。
小
学
校
、
中
学
校
と
も
日
本
は
平
均
（
小
学
校

は
参
加
１
６
か
国
・
地
域
の
平
均
、
中
学
校
は
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
５
５
か
国
の
平
均
）
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
い

る
（
図
２
）。

　

中
学
生
、
高
校
生
が
Ａ
Ｉ
を
悪
用
、
他
人
の
Ｉ
Ｄ

な
ど
を
盗
む
な
ど
の
犯
罪
に
利
用
し
た
こ
と
は
論
外

と
し
て
、
子
ど
も
が
課
題
を
Ａ
Ｉ
に
丸
投
げ
し
て
、

自
ら
考
え
る
こ
と
が
減
っ
て
い
く
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、
今
後
、
教
育
現
場
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
形

で
利
用
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
実
証
・
研
究
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

◆
不
登
校
（
10
月
29
日
・
問
題
行
動
・
不
登
校
等
生

徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
結
果
か
ら
）

　

令
和
６
年
度
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等

生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、

「過去 12 か月の間に、AI（人工知能）を授業で、
又は児童／生徒が学習しやすくするために使い
ましたか。」という質問に「はい」と回答した教
員の割合。TALIS2024 から（※２）

令和 6 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒
指導上の諸課題に関する調査結果の概要より

（※ 3）

1,000 人当たりの
不登校児童生徒数の推移

図３

合
計
で
35
万
３ 

９
７
０
人
（
前

年
度
34
万
６
４ 

８
２
人
）
と
過

去
最
多
と
な
り
、

12
年
連
続
で
増

加
（
図
３
は
１ 

０
０
０
人
当
た

り
の
不
登
校
児

童
生
徒
数
）。

　

か
つ
て
、
不

登
校
は
「
い
じ
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２０２５年　教育の話題を振り返る

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
時
間
も
前
回
調
査
か
ら

増
加（
小
６
で
22
分
、中
３
で
20
分
）。ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
用
時
間
が
一
定
程
度
を
超
え
る
と
経
年
変
化

分
析
調
査
の
ス
コ
ア
は
低
下
。

　

ま
た
家
庭
の
社
会
経
済
的
背
景
（
Ｓ
Ｅ
Ｓ
:

Socio-Econom
ic Status

⋮
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
で
は
、「
家
に
あ
る
本
の
冊
数
」
を
Ｓ
Ｅ
Ｓ
の

指
標
と
し
て
い
る
）
が
低
い
グ
ル
ー
プ
ほ
ど
、
勉
強

時
間
が
短
く
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
用
時
間
が
長
い
。

◆
出
生
数
…
上
半
期
出
生
数
（
11
月
４
日
）

　

上
半
期
出
生
数
は
過
去
最
少
。
厚
生
労
働
省
の
人

口
動
態
統
計
月
報
で
、
25
年
上
半
期
の
出
生
数
が

31
万
９
０
７
９
人
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

前
年
同
期
は
、
32
万
９
９
９
８
人
だ
っ
た
た
め
、

過
去
最
少
を
更
新
し
た
こ
と
に
な
る
。
下
半
期
も
上

半
期
と
同
じ
、
も
し
く
は
前
年
同
様
の
ペ
ー
ス
で
の

出
生
数
だ
と
す
る
と
、
昨
年
同
様
に
年
間
出
生
数
は

70
万
人
を
割
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

16
年
に
初
め
て
１
０
０
万
人
を
割
っ
た
出
生
数
だ

が
、
減
少
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
さ

ら
に
減
少
化
が
進
ん
だ
感
が
あ
る
。

24
年
の
68
万
人
と
い
う
出
生
数
は
１
８
９
９
年

（
明
治
32
年
）
の
人
口
動
態
調
査
開
始
以
来
の
最
少

の
記
録
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
各
都
道

府
県
・
自
治
体
で
は
公
立
高
校
の
統
廃
合
の
計
画
が

進
ん
で
い
る
の
で
、
い
く
つ
か
例
を
見
て
み
よ
う
。

・
兵
庫
県
⋮
⋮
22
年
の
計
画
に
基
づ
き
、
今
年
度
14

校
が
６
校
に
統
合
さ
れ
、
２
０
２
９
年
度
以
降
の
次

の
統
廃
合
に
向
け
た
計
画
が
進
行
中
。

・
神
奈
川
県
⋮
27
年
度
、
６
校
が
３
校
に
統
合
さ
れ

る
計
画
が
今
年
９
月
に
公
表
。

　

ま
た
、
私
立
大
学
の
半
数
以
上
で
定
員
割
れ
と
い

う
状
況
も
続
い
て
い
る
。
25
年
８
月
８
日
、
日
本
私

立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
は
「
令
和
７
年
度
私
立

大
学
・
短
期
大
学
等
入
学
志
願
動
向
」
を
公
表
し
た
。

こ
の
調
査
で
、
私
立
大
学
は
25
年
入
学
者
に
つ
い
て
、

定
員
割
れ
と
な
っ
た
割
合
が
53
・
２
％
と
半
数
を
超

え
た
こ
と
。
24
年
は
59
・
２
％
だ
っ
た
の
で
、
や
や

改
善
は
し
た
が
、
来
年
度
は
再
び
定
員
割
れ
の
割
合

が
上
が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

◆
ま
と
め

　

玉
石
同
架
で
報
道
さ
れ
る
教
育
情
報
。
判
断
に
迷

う
１
年
だ
っ
た
。
新
し
い
も
の
、
新
し
い
言
葉
は
、

興
味
を
引
く
が
、
そ
の
本
質
を
見
て
い
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
情
報
教
育
の
必
要
性
が
学
び
の
中
で
今

以
上
に
う
た
わ
れ
て
い
く
が
、
私
た
ち
自
身
も
情
報

に
踊
ら
さ
れ
ず
、
教
育
の
本
質
を
見
つ
め
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
大
事
な
の
で
は
な
い
か
。
当
た
り
前
の

こ
と
だ
が
、
改
め
て
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
１
年

だ
っ
た
。

保護者に対する調査に基づく、
子供の学校外での平均的な過ごし方（平日）

図4

令和６年度全国学力・学習状況調査経年変化分析調査・保護者に対する調査の結果（概
要）より（※６）

出典：
※１　教育課程企画特別部会　論点整理（文部科学省）
https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_
kyoiku02-000045057_01.pdf
※２　TALIS2024（文部科学省）
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/data/Others/20251006-
ope_dev02-2.pdf
※ 3　令和 6 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課
題に関する調査結果の概要（文部科学省）
https://www.mext.go.jp/content/20251029-mxt_
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